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1．はじめに

　近年，防災対策に有効な気象情報を比較的容易に入手・利用できる環境が整ってきており，それらの情報

を用いた研究も盛んに行われるようになってきている1）・2）・3）．本研究では，防災対策の重要な初期情報とな

る降水量の予測に着目し，現在入手可能な気象庁メソ数値予報モデル（Meso　Spectral　Model：MSM）の格子

点値（GridPointValue：GPV）の分布と実績降水量分布との関連性について検討した．

2．気象庁メソ数値予報モデル（MSM）GPVの概要

　MSMは，現在気象庁が実施している天気予報のガ

イダンス資料の作成及び降水6時間予報を主目的とし

て2001年3月から運用されており，その予報変数とし

て表一1に示す変数がGPVとして提供されている4）．

表一1MSMの予報変数
高　度　　　　　　　　　　予報変数・

地表面
海面更正気圧，風速，気温，相対湿度，時問降水量，

雲量

気圧面
ジオポテンシャル高度，風速，気温，相対湿度，鉛

直気圧速度

3．相関解析によるMSM－GPVと実績降水量の関連性の検討

　前述したMSMの予報変数を用いて加工したGPVの分布とAMeDASによる実績降水量の分布との関連性

を相関解析により検討した5）．対象期間は東九州を中心に比較的大きな降水をもたらした2001年10月の1

ヶ月間とし，対象とした加工GPVは九州周辺の27N～37N，125E～135E，鉛直方向12層の40×50×12グリ

ッドにおける00／06／12／18UTCの初期値を用いて加工した疑似安定解消凝結水量（C）とその収束量（▽・CV）

とした．また，比較対象の実績降水量は，福岡県内のAMeDAS観測所（18観測所）における6時間累積降

水量の平均値とした．

、1）相関係数の3次元分布

　上述した条件のもと相関解析を行った結果，．図一2に示す相関係数の3次元分布が得られた．また，その最

大値はC：0．75，▽・CV：0．76であり，ともに相関係数0．75以上の高い相関性を示す結果となった．

al疑似安定解消凝結水量（C）　・　　　　bl疑似安定解消凝結水量収束量（▽・CV）

　　　図一1　相関係数の3次元分布図（相関係数0．5以上の領域を表示）
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2）加工GPVの3次元分布

200’年10月の1ヶ月問のうち・比較的大きな降水をもたらした1・月9日12UTClこおける疑似安定解消

凝結水量（C）とその収束量（▽・㎝）の3次元分布を図舵示す．この図より，12UTClこおける加工GPV

の分布は・その後もたらされる6時間の累積降水量と何らかの関連性があるよう睨える．また，その分布

は，Cよりもその収束量である▽・CVの方がより限定された領域を示している．

Z
＆
①
で
コ

①
」

邸
氏
‘

価
ユ
‘

廟

　　　　　　　　51　9

　　　　1＿　36　’

234し喜　　　．．．鯛．．’　冨7．．

垂鍵’
＄
　　ヨコ
　28　　　　メ4・1……・ゆ

　　　126　128　130　1錐　　　　　　　　　126　128　130　1叙　悩
　　　　　　　Long硫ude？E）　　　　　　　　　　　L・ngl加d皮E）

al疑似安定解消凝結水量（C）　　　　　bl疑似安定解消凝結水量収束量（▽・CV）

　　　　　　　　　図一2　加工GPVの3次元分布図

4．MSM－GPVの分布と実績降水量分布との関連性について

　本稿では，現在，入手可能な気象庁メソ数値予報モデル（酪SM）一GPVの分布と実績降水量分布の関連性に

ついて検討した．その結果，MSM予報変数を用いて加工を施したGPVの分布と実績降水量あ分布には何ら

かの関連性が見られた．今後は，さらに多くの降雨イベントを対象に同様の調査を行い確認していくととも

に・各気象要素の3次元分布形と降水量の分布の関係を調べることにより，加工GPVの分布パターンから降

水量を予測する手法の開発を目指す予定である．
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